
違
う
選
挙
区
の
公
報
が
届
い
た
場

合
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
郵
送
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

四
月
八
日
（
日
）
午
後
九
時
〇

〇
分
〜
　
あ
や
め
会
館
（
市
役
所

伊
豆
長
岡
庁
舎
北
隣
）
三
階
多
目

的
ホ
ー
ル

■
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

※
左
ペ
ー
ジ
下
段
表
を
参
照
（
こ

の
制
度
を
利
用
す
る
場
合
は
、
事

前
に
登
録
が
必
要
で
す
）

■
点
字
投
票

目
の
不
自
由
な
人

は
、
投
票
所
に
お
い
て
点
字
で
投

票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
代
理
投
票

身
体
の
不
自
由
等

で
、
自
分
で
投
票
用
紙
に
候
補
者

名
を
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
人

は
、
投
票
所
で
係
員
が
秘
密
を
厳

守
し
、投
票
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

第
三
投
票
区
（
谷
戸
・
仲
之

台
・
鳥
打
・
町
屋
・
大
北
地
区
）

の
投
票
所
は
、
熊
野
八
坂
神
社
の

祭
典
の
た
め
、『
南
江
間
公
民
館
』

が
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、『
長

岡
北
小
学
校
体
育
館
』
に
変
更
し

ま
す
。

ま
た
、車
で
お
越
し
の
場
合
は
、

長
岡
北
小
学
校
内
ま
た
は
江
間
防

県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
す

る
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
に
入
院
・

入
所
中
の
人
は
、
そ
の
施
設
に
お

い
て
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
の

で
、
施
設
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

仕
事
等
で
他
の
市
区
町
村
に
滞
在

し
て
い
る
人
は
、
滞
在
先
の
選
挙

管
理
委
員
会
で
投
票
で
き
ま
す
の

で
、
伊
豆
の
国
市
選
挙
管
理
委
員

会
ま
で
投
票
用
紙
等
を
請
求
く
だ

さ
い
。

四
月
二
日
（
月
）
朝
刊
に
新
聞

折
り
込
み
で
配
布
予
定
で
す
。
新

聞
を
購
読
し
て
い
な
い
人
は
、
市

内
の
各
施
設
に
備
え
付
け
ま
す
の

で
、
お
手
数
で
す
が
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
公
報
が
届
か
な
い
場
合
、
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【
明
る
い
選
挙
啓
発
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
結
果
】

広
報
等
で
募
集
を
行
い
ま
し
た
平
成
十
八
年
度
伊
豆
の

国
市
明
る
い
選
挙
啓
発
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
入
選
作
品
（
五
点
）

一
票
に
　
託
す
郷
土
の
　
夢
未
来
（
小
池
な
お
美
さ
ん
）

投
票
し
　
あ
な
た
が
変
え
る
　
こ
の
社
会
（
山
田
康
秀
さ
ん
）

心
し
て
　
選
ぶ
一
票
　
大
事
な
政
治
（
片
岡
光
枝
さ
ん
）

積
み
上
げ
る
　
清
き
一
票
　
明
る
い
政
治
（
片
岡
喜
良
さ
ん
）

捨
て
な
い
で
　
明
る
い
未
来
に
つ
な
が
る
選
挙
権
（
重
山
貴
次
さ
ん
）

多
数
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、

選
挙
権
を
捨
て
な
い
で
、
心
し
て
選
ぶ
一
票
を
積
み
上
げ
、

夢
・
未
来
の
あ
る
郷
土
に
、
あ
な
た
の
力
で
変
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
！

開
票
の
日
時
・
場
所

投票者の資格

住所要件

（注）ア　転入届出前（転出前）の市町の選挙人名簿に登録されていない場合は投票できません。
イ　転出先市町の選挙人名簿に未登録の場合は投票できませんが、伊豆の国市の選挙人名簿に登録が残ってい
る間（転出後４カ月を経過すると登録が抹消されます）は、伊豆の国市で投票できます。

ウ　転入届出前（転出前）の市町で投票する場合には、その市町、転入届出後（転出先）の市町又は最寄りの市町
の住民票の写し交付担当課窓口で、引続居住証明書（同じ県内に引き続き居住している旨の証明書）の交付
を受けてください。

届出の別 転入届出日・転出日 投票の場所等 （注）

転入の場合

県内の他市町から転入
平成１８年１２月２９日以前 伊豆の国市で投票できる

平成１８年１２月３０日以後 前住所地で投票できる ア、ウ

他県からの転入
平成１８年１２月２９日以前 伊豆の国市で投票できる

平成１８年１２月３０日以後 投票できない

転出の場合
県内の他市町へ転出

平成１８年１２月２９日以前 新住所地で投票できる イ、ウ

年齢要件 昭和６２年４月９日以前に生まれた人

平成１８年１２月３０日以後 伊豆の国市で投票できる ア、ウ

他県へ転出 転出時期にかかわらず、投票できない

市内転居をした場合 投票できるが、投票所が変わることがある

手帳など 障害名など 等級など

身体障害
者手帳

肢体不自由（両下
肢･体幹･移動機能） １級･２級

内部疾患（心臓･腎
臓･呼吸器･ぼうこ
う･直腸･小腸）

１級･３級

免疫機能障害 １級～３級

戦傷病者
手帳

肢体不自由（両下
肢･体幹）

特別項症～
第２項症

内部疾患（心臓･腎
臓･呼吸器･ぼうこ
う･直腸･小腸）

特別項症～
第３項症

介護保険
被保険者証

要介護状態区分が要介護５

長
者
原
公
民
館
の
投
票
時
間
が
午
後
六
時
ま
で
に

積積
みみ
上上
げげ
るる
清清
きき
一一
票票
明明
るる
いい
政政
治治

ー
静
岡
県
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
ー

４月８日（日）『
静
岡
県
議
会
議
員
選
挙
の
定

数
、
選
挙
区
及
び
各
選
挙
区
に
お

い
て
選
挙
す
べ
き
議
員
の
数
に
関

す
る
条
例
』が
改
正
さ
れ
た
た
め
、

伊
豆
の
国
市
で
選
挙
区
が
設
定
さ

れ
、
選
挙
す
べ
き
議
員
の
数
は
一

人
と
な
り
ま
し
た
。

あ
な
た
の
大
切
な
一
票
を
県
政

に
生
か
す
よ
う
必
ず
投
票
し
ま
し

ょ
う
。

午
前
七
時
〜
午
後
八
時
（
高
原

地
区
、
エ
メ
ラ
ル
ド
地
区
・
小
松

ヶ
原
別
荘
地
、
長
者
原
地
区
は
、

午
後
六
時
ま
で
）
※
今
回
の
選
挙

か
ら
長
者
原
地
区
（
投
票
所：

長

者
原
公
民
館
）
の
投
票
時
間
は
、

午
後
六
時
ま
で
で
す
。

【
投
票
所
】
伊
豆
の
国
市
役
所
伊

豆
長
岡
庁
舎
一
階
災
害
対
策
室

韮
山
庁
舎
三
階
第
２
会
議
室

大
仁
庁
舎
一
階
相
談
室

※
期
日
前
投
票
は
、
ど
の
投
票
所

で
も
で
き
ま
す
。

【
持
ち
物
】
投
票
入
場
券
（
配
達

さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
不
要
）

■
年
齢
要
件

昭
和
六
十
二
年
四
月
九
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人

■
住
所
要
件

※
次
ペ
ー
ジ
左
上
の
表
を
参
照

候
補
者
一
人
の
氏
名
を
記
載
し

て
投
票
　

災
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

な
お
、
学
校
内
は
、
車
が
す
れ

違
う
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
た
め
、
軽

車
両
以
外
は
一
方
通
行
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
学
校
正
門
か
ら

入
り
、
投
票
終
了
後
に
北
門
か
ら

出
て
く
だ
さ
い
。
混
乱
回
避
の
た

め
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
伊
豆
の
国
市
選
挙
管

理
委
員
会（
総
務
課
）

電
話
０
５
５（
９
４
８
）１
４
１
１

※上肢又は視覚障害が、１級・特別項症～第２
項症の方は、申請により代理人記載ができます。

郵便等による不在者投票ができる障害の程度

重
度
身
体
障
害
者
等
の
人

投
票
所
の
変
更

投
票
時
間

期
日
前
投
票

投
票
者
の
資
格

投
票
の
仕
方

指
定
病
院
等
に
入
院

・
入
所
し
て
い
る
人

仕
事
等
で
他
の
市
区
町

村
に
滞
在
し
て
い
る
人

選
挙
公
報

投
票
日
に
、
仕
事
や
旅
行
、
レ

ジ
ャ
ー
、
冠
婚
葬
祭
等
で
投
票
で

き
な
い
人
は
、
期
日
前
投
票
が
で

き
ま
す
。

【
期
　
間
】
三
月
三
十
一
日
（
土
）

〜
四
月
七
日（
土
）

【
時
　
間
】
午
前
八
時
三
十
分
〜

午
後
八
時

南
江
間
公
民
館
投
票
所
が
長
岡
北
小
学
校
に
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『
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
』

の
う
ち
、
給
与
の
状
況
や
勤
務
の

状
況
等
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

※『職員の給与に関する条例』に基づく行政職給料表（甲）の級区分による職員数である。
※『標準的な職務内容』とは、それぞれの級に該当する代表的な職務である。

【通勤手当：月額】

●交通機関等を利用する職員に最高５５，０００円
●通勤距離片道２キロ以上６０キロ未満の自動車等を利
用する職員に２，０００円～２３，６００円
●通勤距離片道６０キロ以上の自動車等を利用する職員
に２４，５００円
●交通機関と交通用具を併用する職員に最高５５，０００円

※職員手当には退職手当は含みません。

※平均給与月額とは、給料及び職員手当（扶養手当、住居手当、通勤手当、時間外勤
務手当等）の合計。

◎給与決定のしくみ

特別職の給与等の状況（平成１８年４月１日現在）

区　分 月　額
期末手当

６月期 １２月期

給　料

市　長 ８１０，０００円 ２．１０月分 ２．３０月分
助　役 ６７０，０００円 ２．１０月分 ２．３０月分
収入役 ６２０，０００円 ２．１０月分 ２．３０月分
教育長 ６１０，０００円 ２．１０月分 ２．３０月分

報　酬

議　長 ３７０，０００円 １．７０月分 １．８５月分
副議長 ３３０，０００円 １．７０月分 １．８５月分
議　員 ３０５，０００円 １．７０月分 １．８５月分

給与の状況

歳出額（Ａ） 人件費（Ｂ） 人件費率（Ｂ／Ａ）

１８３億２，３４７万円 ２９億４，８８６万円 １６．０９％

〈１〉人件費の状況（平成１７年度普通会計決算）

〈２〉職員給与費の状況（平成１７年度普通会計決算）

職員数（Ａ）
給与費 一人当たり

給与費（Ｂ／Ａ）給　料 職員手当 期末勤勉手当 計（Ｂ）
３８８人 １３億３，１４６万円 ２億９５５万円 ５億４，７８３万円 ２０億８，８８４万円 ５３８万４，０００円

〈３〉職員の平均給料額、平均給与月額及び平均年齢の状況（平成１８年４月１日現在）
区　分 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

一般行政職 ３０６，９５３円 ３４１，３５２円 ４１．０９歳
教育公務員 ２４１，９６４円 ２５２，１９４円 ３３．０５歳
技能労務職 ２４３，６００円 ２５３，６１１円 ５２．０６歳

〈４〉初任給の状況（平成１８年４月１日現在）
※毎週木曜日、窓口業務は１９：００までの勤務。

区　分 伊豆の国市 国

一般行政職

大学卒 １７０，２００円 １７０，２００円
短大卒 １５１，０００円 １５１，０００円
高校卒 １３８，４００円 １３８，４００円

職員の給与は、地方公務員法に定められている『職務給（職務と責任に応ずるもの）』
『均衡（民間賃金との均衡を保つための人事院勧告）』『給与条例主義（給料、手当、勤務時
間）』に基づき、『伊豆の国市職員の給与に関する条例』で定められています。これらの条
例や法律に根拠のない給料や手当は支給されません。
なお、市条例の制定や改廃は、市民の代表である市議会の議決が必要です。

職員数の状況
職員数

平成１７年度 ４１９人

平成１８年度 ４１５人

〈５〉一般行政職の級別職員数の状況（平成１８年４月１日現在）

◎職員の諸手当（平成１８年４月１日現在）

〈１〉期末・勤勉手当の状況
区　分 期末手当 勤勉手当 計

６月期 １．４０月分 ０．７２５月分 ２．１２５月分
１２月期 １．６０月分 ０．７２５月分 ２．３２５月分
計 ３．００月分 １．４５月分 ４．４５月分

※国の定める基準と同じ。 〈２〉退職手当の状況
区　分 自己都合 勧奨・定年

勤続２０年 ２３．５０月分 ３０．５５月分
勤続２５年 ３３．５０月分 ４１．３４月分
勤続３５年 ４７．５０月分 ５９．２８月分
最高限度 ５９．２８月分 ５９．２８月分

〈３〉その他の職員手当の状況

【特殊勤務手当】

▼防疫作業手当　

感染症が発生し、または発生する恐れがある場合、そ
の防疫作業に従事する職員　１日につき６００円
▼行旅病人等取扱従事手当

行旅病人及行旅死亡人取扱法（明治３２年法律９３号）
の規定により行旅病人等を取り扱う業務や、これに準
ずる業務に従事する職員　１件につき２，０００円
▼行旅死亡人等取扱従事手当

行旅病人及行旅死亡人取扱法の規定により行旅死亡人
等を取り扱う業務や、これに準ずる業務に従事する職
員　１件につき５，０００円
▼じんかい処理手当

廃棄物の収集・運搬、または処
分をする業務に直接従事する職
員　１日につき１，０００円
▼火葬業務手当　

火葬場で火葬を行う業務に従事
する職員 １日につき２，０００円

【扶養手当：月額】

●配偶者　１３，０００円
●配偶者以外の扶養親族のうち２人まで　６，０００円
●配偶者以外の扶養親族のうち３人以降　５，０００円
●扶養親族でない配偶者がある場合の１人目の扶養親族
６，５００円
●１６歳から２２歳までの子１人につき５，０００円加算
【住居手当：月額】

●借家住まいの職員には、月額１２，０００円以上の家賃の
額に応じて最高２７，０００円
●本人名義の住宅に住んでいる職員には、新築・購入後
５年まで２，５００円

※国の定める基準と同じ。

◎勤務の状況
〈１〉勤務時間の状況（平成１８年４月１日現在）

勤務時間 開始時間 終了時間 休憩時間
８時間 ８：３０ １７：１５ １２：１５～１３：００

〈２〉年次有給休暇の取得状況（平成１７年度）

平均取得日数 消化率
８．２日 ２０．７％

●このページでは、

抜粋した項目を紹介

しています。さらに

詳しい内容は、伊豆

の国市ホームページ

でご覧いただけます。

問合せ　総務課

電話０５５‐９４８‐１４１１

人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況

区　分
１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級

計
主事 主任主事 主査、副主幹 主幹ほか

課長、副
参事ほか

部長、支
所長ほか

職員数 ６０人 ９６人 １２３人 ５８人 ３６人 １３人 ３８６人

構成比 １５．５４％ ２４．８７％ ３１．８７％ １５．０３％ ９．３３％ ３．３６％ １００％
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■
主
な
手
口
■

同
社
は
、
ま
ず
消
費
者
宅
を
訪

問
し
表
札
を
売
り
ま
す
。
そ
し
て

表
札
納
品
時
、『
鑑
定
士
』
や『
先

生
』
に
扮
す
る
従
業
員
と
共
に
再

訪
し
、「
画
数
が
良
く
な
い
の
で

印
鑑
で
直
そ
う
」
な
ど
と
根
拠
の

な
い
運
勢
等
を
断
定
的
に
告
げ
、

消
費
者
を
不
安
に
陥
れ
て
、
印
鑑

を
強
引
に
購
入
さ
せ
ま
す
。

■
勧
誘
事
例
■

平
成
十
七
年
○
月
、
同
社
従
業

員
が
、
県
内
在
住
の
Ａ
さ
ん
宅
を

訪
問
し
「
ち
ゃ
ん
と
し
た
表
札
に

し
た
ほ
う
が
良
い
」
と
営
業
。
ち

ょ
う
ど
表
札
を
新
し
く
し
よ
う
と

思
っ
て
い
た
Ａ
さ
ん
は
、
購
入
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
同
社
従
業
員
が
「
表

札
を
届
け
に
来
た
」
と
訪
ね
、

「
名
前
が
ち
ょ
っ
と
気
に
な
っ
た

の
で
、
今
日
は
先
生
が
来
て
る
」

と
切
り
出
し
ま
し
た
。Ａ
さ
ん
が
、

『
先
生
』
に
家
族
の
名
前
を
教
え

る
と
、『
先
生
』
は
、
印
鑑
の
画

数
の
辞
書
の
よ
う
な
本
を
見
な
が

ら
、「
子
ど
も
は
良
い
が
、
奥
さ

ん
の
名
前
は
画
数
が
良
く
な
い
。

病
気
や
事
故
に
遭
っ
た
り
す
る
。

名
前
は
変
え
ら
れ
な
い
か
ら
、
印

鑑
で
直
そ
う
」
と
、
Ａ
さ
ん
に
印

鑑
を
作
る
よ
う
に
勧
め
出
し
ま
し

た
。
Ａ
さ
ん
は
、
こ
の
と
き
初
め

て
、
同
社
が
印
鑑
を
売
り
に
来
た

の
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。

Ａ
さ
ん
は
、
鑑
定
書
付
の
実
印

も
す
で
に
持
っ
て
い
た
た
め
断
り

ま
し
た
。
し
か
し
、『
先
生
』
は

引
き
下
が
ら
ず
、
印
鑑
を
作
る
よ

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
四
月
一

日
現
在
に
原
動
機
付
自
転
車
・
軽

自
動
車
・
二
輪
の
小
型
自
動
車
・

小
型
特
殊
自
動
車
（
農
耕
作
業
用

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
を
含
む
）
を
所

車　種 手続き窓口（問合せ） 必要なもの

市役所各庁舎

市民サービス課
（※問い合わせは税務課）

・印鑑
・標識交付証明書
・ナンバープレート
（廃車する場合のみ）

軽自動車販売店協会
駿東郡長泉町下土狩字鮎壺

１０６９‐１　
（電話０５５‐９８８‐４０２２）

手続きの内容により、
必要なものが異なり
ますので、事前に電
話でご確認ください。

軽自動車検査協会沼津支所
駿東郡長泉町下土狩字鮎壺

１０６９‐１　
（電話０５５‐９８８‐３８４７）

沼津自動車検査登録事務所
沼津市原字古田２４８０

（電話０５０‐５５４０‐２０５１）

有
す
る
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

「
住
所
変
更
や
所
有（
使
用
）者

の
名
義
変
更
」、「
車
両
の
譲
渡
・

廃
車
」
な
ど
、
軽
自
動
車
等
の
登

録
内
容
に
変
更
が
生
じ
た
場
合

は
、
そ
の
変
更
を
届
け
出
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
手
続
き
の
窓
口
は

次
の
と
お
り
で
す
。

問合せ

税務課　
電話０５５‐９４８‐２９０７

今まで、７０歳未満の被保険者が医療機関で１カ月に支払った窓口負担が自己負担限度額を
超えた場合、申請により高額療養費として払い戻されていましたが、

問合せ
国保年金課
電話

０５５‐９４８‐２９０５

３回目まで ４回目以降（※３）

住民税

課税世帯

上位所得者
（※２）

１５０，０００円（医療費が５００，０００円
を超えたら、超えた分の１％を加算）

８３，４００円

一　般 ８０，１００円（医療費が２６７，０００円
を超えたら、超えた分の１％を加算）

４４，４００円

住民税非課税世帯 ３５，４００円 ２４，６００円
（※１）限度額適用認定証は、国民健康保険税を滞納していると交付できない場合があります。
（※２）上位所得者とは、国民健康保険税の算定の基礎となる基礎控除後の総所得額等が６００万

円を越える世帯（所得の申告がない場合も上位所得者とみなされます）
（※３）過去１２カ月間に１世帯で高額療養費の支給が４回以上あった場合の４回目以降の限度額

７０歳未満の自己負担限度額（月額）

戻
っ
て
く
る
お
金
も
、
一
度

は
病
院
に
払
わ
な
き
ゃ
な
ら

な
い
。
面
倒
だ
ね
。

こ
れ
な
ら
、
自
己
負
担
限

度
額
分
だ
け
払
え
ば
い
い

か
ら
、
楽
だ
ね
。

名

称

新
日
本
福
壽
株
式
会
社
　

代
表
取
締
役
　
酒
井
　
伸
吉

所

在

地

名
古
屋
市
北
区
若
葉
通
二
丁
目
三
番
地

業
務
内
容

訪
問
販
売
に
よ
る
表
札
又
は
印
章
の
販
売

次
の
事
業
者
は
訪
問
販
売
に
よ
り
消
費
者
と
売
買
契
約
を

締
結
す
る
と
き
に
、
特
定
商
取
引
に
関
す
る
法
律
に
違
反

す
る
行
為
が
あ
っ
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

事業者の概要

う
執
拗
に
勧
め
続
け
ま
し
た
。

Ａ
さ
ん
は
、『
先
生
』
が
、
二

時
間
近
く
経
っ
て
も
帰
ろ
う
と
せ

ず
、「
契
約
だ
け
で
も
」と
食
い
下

が
る
の
で
、
後
で
断
れ
ば
い
い
と

思
い
、仕
方
な
く
契
約
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
数
日
後
、
Ａ
さ
ん
の

妻
が
同
社
へ
電
話
し
、「
要
ら
な

い
」
と
告
げ
る
と
、『
先
生
』
は
解

約
を
承
諾
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

し
て
再
び
Ａ
さ
ん
宅
を
訪
ね
、
解

約
を
思
い
と
ど
ま
る
よ
う
執
拗
に

迫
り
ま
し
た
。
Ａ
さ
ん
の
妻
が
、

「
夫
に
伝
え
て
お
く
」
と
言
う
と
、

や
っ
と
帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
同
社
か
ら
音
沙
汰
が

な
か
っ
た
の
で
解
約
さ
れ
て
い
る

も
の
と
思
っ
て
い
た
が
、
Ａ
さ
ん

の
妻
が
心
配
に
な
っ
て
電
話
す
る

と
、「
奥
さ
ん
が
承
知
し
た
も
の

と
思
っ
て
作
っ
た
」「
ほ
ぼ
完
成

し
て
い
る
。
近
日
中
に
届
け
る
」

と
言
い
出
し
ま
し
た
。

Ａ
さ
ん
は
、
困
っ
て
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
、
同
社
に
解

約
申
出
書
を
郵
送
。そ
の
数
日
後
、

『
先
生
』
は
、
Ａ
さ
ん
宅
に
電
話

し
、「
お
宅
が
は
っ
き
り
断
ら
な

か
っ
た
か
ら
作
っ
て
し
ま
っ
た
の

だ
」と
言
い
放
ち
ま
し
た
。

７０歳未満の皆さんの
平成１９

年

４月か
ら

（※１）

問合せ

観光商工課　

電話０５５‐９４８‐２９０７

限度額
適用認定証
の提示

（限度額適用認定証の申請先）
国保年金課　　　　　　
韮山・大仁各支所
市民サービス課
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　　営業時間

　　新たな気持ちでサービス提供

8
9

資
源
ご
み
回
収
の

団
体
登
録
申
請
を

市
で
は
、
資
源
ご
み
の
再
生
利
用
の
促
進
と
循
環
型
社
会
の
意
識
の
高
揚
を
推
進

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
資
源
ご
み
を
回
収
す
る
登
録
団
体
に
「
資
源
ご
み
回
収
事
業

報
奨
金
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

環境対策ファイル

平
成
十
九
年
度
に
資
源
ご
み
回
収

を
予
定
し
て
い
る
団
体
は
、
四
月
二

日
（
月
）
か
ら
二
十
七
日
（
金
）
ま

で
に
「
団
体
登
録
申
請
書
」
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。「
資
源
ご
み
回
収
事

業
」
は
単
年
度
事
業
の
た
め
、
団
体

登
録
申
請
は
、
毎
年
、
年
度
初
め
に

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
対
　
象
】

市
の
区
域
内
に
活
動
の
拠
点
を
持

ち
、
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
性
格

を
持
つ
団
体
で
、
回
収
を
自
ら
実
施

し
継
続
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
団

体
。
た
だ
し
、
資
源
ご
み
の
回
収
や

処
分
を
業
と
す
る
団
体
は
対
象
外
。

【
報
奨
金
】

資
源
ご
み
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り

六
円
（
報
奨
金
の
十
円
未
満
の
端
数

は
切
り
捨
て
）

各
庁
舎
の
地
域
振
興
課
に
申
請
書
、

実
施
計
画
書
、
団
体
の
規
約
を
提
出

し
ま
す
。

団
体
登
録
通
知
を
受
け
て
か
ら
活

動
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。
回
収
し

た
資
源
ご
み
は
、
回
収
業
者
へ
引
き

渡
し
、
計
量
票
と
回
収
実
績
個
票
を

受
け
取
り
ま
す
。

回
収
実
績
個
票
と
計
量
票
を
三
カ

月
ご
と
ま
と
め
て
申
請
し
ま
す
。

第
一
期
（
四
〜
六
月
回
収
分
）
は
七

月
十
七
日（
火
）ま
で
、
第
二
期（
七
〜

九
月
回
収
分
）は
十
月
十
五
日（
月
）ま

で
、
第
三
期
（
十
〜
十
二
月
回
収
分
）

は
一
月
十
五
日
（
火
）ま
で
、
第
四
期

（
一
〜
三
月
回
収
分
）
は
三
月
三
十
一

日（
月
）ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

報
奨
金
の
交
付
通
知
を
受
け
取
っ

て
か
ら
、
市
に
報
奨
金
の
請
求
を
し

ま
す
。

市
か
ら
登
録
団
体
の
口
座
に
入
金

し
ま
す
。

問合せ クリーン課
電話０５５‐９４９‐６８０５

指導者全員、有資格者です！！気軽に話せる元気なコーチが
勢揃い！みんなでワイワイ楽しく友達づくりしてみませんか？　
従来までの期間限定教室ではないので、入会は随時できます。

きれいなプールで身体にいいことはじめましょう。

4月1日、長岡温水プールが変わります

平成１９年４月１日より指定管理者制度導入
により、現在施設の管理を委託している（有）伊
豆スイムサポートが直接管理運営いたします。
新たな気持ちで、皆さんに喜んでいただける

サービスを提供いたします。

平日・土曜 ９：００～２０：００

日曜・祝日 ９：００～１６：００

休館日
第２・４月曜日

（月により変更あり）
１２月３１日・１月１日

　　利用料金

利用料金
一般

（高校生以上）
児童・生徒

（３歳～中学生）

通常料金 ３００円 １００円

回数券
（11枚）

３，０００円 １，０００円

　　お得な１カ月フリーパス

１カ月に何回でもご利用できるお得なフリーパスです。
●入会金　１，０００円 ※初回のみ
●会　費　４，０００円（高校生以上）

１，５００円（３歳～中学生）

　　充実した各種教室（３月６日（火）申込開始）

プールプログラム トレーニングルームプログラム

午前 午後・夜間

ノルディックウォーキング
筋力アップ教室
健康フラ教室
ヨガ教室
ファイティング拳法
ストリートダンス（フリー）
骨体操教室
ゆがみリセット教室
ウクレレ教室
ギター教室

月 ---------- ----------

火 ---------- 子ども水泳
大人水泳

水 大人水泳
アクアビクス

子ども水泳
水中ウォーキング
マッスルアクア

木 大人水泳
水中ウォーク

子ども水泳
大人水泳

金 大人水泳
マッスルアクア

子ども水泳
水中エアロビクス
アクアビクス

土 子ども水泳
親子水泳

子ども水泳
大人水泳

●入会金　１，０００円 ※初回のみ
●月謝

①プールプログラム（入場料込み・週１回
のレッスン）※子ども水泳教室は年中
児から受講可能となりました。

サンゆうクラブ会員

大人
（高校生以上）

子供
（３歳～中学生）

親子教室

３，２００円 ２，４００円 ３，２００円

▼

１教室

②トレーニングプログラム（月２回レッス
ン・隔週、教室の日はプール使用可）
▼大人、子ども共に２，０００円

①
団
体
登
録
の
申
請

▼
報
奨
金
の
交
付
ま
で
の
流
れ
▲

②
資
源
ご
み
の
回
収

③
報
奨
金
の
請
求

④
報
奨
金
の
受
領

資
源
ご
み
と
は
、
市
内
か
ら
排
出

さ
れ
る
新
聞
や
雑
誌
、
古
着
、
空
き

ビ
ン
、
空
き
カ
ン
、
そ
の
他
資
源
と

し
て
再
生
利
用
で
き
る
も
の
の
こ
と

で
す
。 資

源
ご
み
と
は
？

ビン、カン

古着新聞、雑誌

問合せ　長岡温水プール（プールサンゆう） 電話０５５‐９４７‐０１７６

プールサンゆうニュース

（上記はフリーパスがない人の料金です）
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伊
豆
の
国
市
青
少
年
活
動

推
進
員
会
（
略
称：

青
少
活
）

は
、
小
中
学
生
を
対
象
に
ス

タ
ッ
フ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を

実
施
し
ま
す
。
青
少
活
は
、

伊
豆
の
国
市
の
子
ど
も
た
ち

が
楽
し
い
子
ど
も
時
代
を
す

ご
せ
る
よ
う
に
活
動
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
、
中
学

生
か
ら
社
会
人
ま
で
約
六
十

人
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。「
子

ど
も
と
遊
ぶ
の
が
好
き
な
人
」

「
野
外
活
動
や
ゲ
ー
ム
が
好
き

な
人
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
興
味
が
あ
る
人
」
私
た
ち

と
一
緒
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
主
　
催

伊
豆
の
国
市
青
少
年
活
動
推
進
員
会

▼
共
　
催

伊
豆
の
国
市
社
会
教
育
課

▼
日
　
時

三
月
二
十
五
日
（
日
）
午
後
一
時
〜

二
十
六
日
（
月
）
正
午
〜

▼
会
　
場

駿
東
郡
長
泉
町
　
桃
沢
少
年
自
然
の
家

▼
参
加
費

無
料

▼
対
　
象

小
学
六
年
〜
中
学
三
年
生
ま
で
の
市
内
在
住
者

▼
定
　
員

三
十
人

▼
申
　
込

あ
や
め
会
館
内
社
会
教
育
課
窓
口
ま
た
は

電
話
０
５
５（
９
４
８
）１
４
６
１

●
青
少
年
活
動
推
進
員
会
担
当：

西
島（
夜
間
）

電
話
０
９
０（
２
９
２
４
）０
９
０
２
　

その２３

指定文化財紹介シリーズ９

国指定重要文化財
（考古資料）石櫃

問合せ 社会教育課　
電話０５５‐９４８‐１４６１

こ
の
石
櫃

い
し
び
つ

は
、
広
報
十
二
月
号

の
こ
の
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た
北
江

間
横
穴
群
の
う
ち
、
大
北
横
穴
群

の
二
十
四
号
横
穴
か
ら
出
土
し
た

も
の
で
す
。

石
櫃
と
は
、
火
葬
し
た
骨
を
入

れ
る
石
製
の
容
器
の
こ
と
で
、
こ

の
石
櫃
は
凝
灰
岩

ぎ
ょ
う
か
い
が
ん
で
造
ら
れ
て
い

天
皇
に
仕
え
た

有
力
氏
族
の
墓

ま
す
。

大
き
さ
は
、
縦
五
十
二
、
一
セ

ン
チ
、
横
五
十
、
六
セ
ン
チ
の
方

形
を
し
て
い
て
、高
さ
は
三
十
七
、

四
セ
ン
チ
あ
り
ま
す
。

表
面
に
は
、
岩
塊
か
ら
削
り
だ

す
と
き
に
使
っ
た
ノ
ミ
の
痕
が
ウ

ロ
コ
状
に
残
っ
て
い
ま
す
。

上
面
に
は
二
十
四
、
八
セ
ン

チ
×
二
十
三
、
四
セ
ン
チ
、
深
さ

十
九
セ
ン
チ
の
長
方
形
の
火
葬
し

た
骨
を
納
め
る
穴
が
掘
ら
れ
て
い

石櫃ー若舎人
わかとねり

の刻印があるーの概要
名　称 国指定重要文化財（考古資料）

「石櫃―若舎人の刻銘がある―」一個
附　須恵器　一括
大北２４号横穴出土

指定年月日 平成５年６月１０日

所在地 伊豆の国市長岡３４６‐１あやめ会館ロビー
所有者 伊豆の国市
年　代 ７～８世紀
見学料金 無料
問合せ 社会教育課

あ
や
め
会
館
一
階
ロ
ビ
ー
に
展
示
さ
れ
て
い
る
石
櫃

ま
す
。
穴
の
周
囲
に
は
、
蓋
受
け

の
加
工
が
あ
り
、
元
は
蓋
が
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
側
面
の

一
箇
所
に
は
「
若
舎
人
」
と
彫
ら

れ
て
い
ま
す
。

舎
人
は
天
皇
の
近
く
で
警
護
な

ど
を
す
る
役
人
の
官
職
名
で
、

「
若
」
が
つ
く
こ
と
か
ら
、
皇
太

子
に
仕
え
た
役
人
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

若
舎
人
や
舎
人
と
い
っ
た
官
職

名
は
、
平
城
宮
か
ら
出
土
す
る
木

簡
（
木
の
板
に
文
字
を
書
い
た
も

の
）
に
多
く
記
さ
れ
て
い
て
、
静

岡
県
内
で
も
各
地
の
も
の
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
近
く
で
は
、

富
士
市
柏
原
の
若
舎
人
部

わ
か
と
ね
り
べ

が
天
平

七
（
七
三
五
）
年
十
月
、
荒
堅
魚

あ
ら
が
つ
お

を
平
城
宮
へ
納
め
た
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

大
北
横
穴
群
二
十
四
号
横
穴
に

納
め
ら
れ
た
若
舎
人
も
、
こ
の
よ

う
な
都
と
従
属
関
係
を
持
っ
た
有

力
氏
族
し
ぞ
く

だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。こ

の
石
櫃
は
、
有
力
氏
族
が
こ

の
地
に
い
た
こ
と
を
示
す
と
と
も

に
、
埋
葬
の
形
式
が
土
葬
か
ら
火

葬
に
移
る
過
渡
期
の
様
相
を
も
示

し
て
い
ま
す
。

大
北
横
穴
群
の
現
地
に
は
若
舎

人
の
石
櫃
の
レ
プ
リ
カ
が
納
め
ら

れ
て
お
り
、
実
物
は
長
岡
の
あ
や

め
会
館
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
て
あ
り

ま
す
。

公

今回のビーズアクセサリー教室では、花柄モチーフの
指輪におそろいのペンダントトップを作ります。自分へ
のプレゼント、または、大切な人へのプレゼントにどう
ぞ！（前回は、初心者にはちょっと難しい作品だったの
で、今回は少しやさしくなっています）
●と　き　３月２４日（土）

１３：３０～１５：３０
●ところ　あやめ会館　実習室
●講　師 国村聡子（ビーズマスター認定講師）
●対　象　小学校高学年～一般　
●定　員　１５人
●費　用　３００円（参加料）、１，７００円（材料費）
●持ち物　特になし
●申込み　３月１６日（金）までに社会教育課

電話０５５‐９４８‐１４６１へ

座
講館民

趣味発見講座(2)

昨年５月からスタートした生涯学習塾が、約１０カ
月の講習期間を経て締めくくりを迎えます。閉講にあ
たり、学習の成果を各講座合同で発表します。受講生
の家族や友達のほか、生涯学習に関心のある方は、ぜ
ひご来場ください。見学の事前申し込みは不要です。
駐車場に限りがありますので、できるだけ公共交通機
関や乗り合わせでお越しください。
●日　時 ３月１８日（日）９：３０～１５：００

（ステージは１３：００～１５：１５）
※公開終了後、引き続き閉講式を催します

●会　場 アクシスかつらぎ・古奈公民館
●内　容

【展示・実演・体験】
パネル・テーブルを使用した作品と活動記録の展
示、草花、試食、ものづくり体験など
【ステージ】
エアロビクス、着付け実演、民謡、語りの技、フ
ラダンス、ハーモニカ、司会進行

●問合せ 社会教育課　電話０５５‐９４８‐１４６１

みんなが主役みんなが主役
生涯学習塾合同発表会生涯学習塾合同発表会

ス
タ
ッ
フ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

参
加
者
募
集

と
　
き
　
三
月
十
一
日（
日
）

十
三
時
三
十
分
〜
　

と
こ
ろ
　
あ
や
め
会
館

多
目
的
ホ
ー
ル

演
　
題
　
「
伊
豆
の
国
市
の

災
害
史
」

講
　
師
　
橋
本
敬
之
さ
ん

（
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員
）

入
場
料
　
無
料

（
事
前
申
し
込
み
は
不
要

で
す
。
当
日
、
直
接
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
）

問
合
せ
　
社
会
教
育
課

電
話
０
５
５（
９
４
８
）１
４
６
１

伊伊伊伊豆豆豆豆のののの国国国国市市市市のののの

災災災災害害害害史史史史
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待望の地元公演
ＫｅｎＮａｏｋｏＬｏｖｅＬｉｆｅＬｉｖｅ

迫力満点の「鵺踊り」を披露した長岡中学校の生徒たち

２月１８日、アクシスかつらぎ大ホールで、
研ナオコさんのコンサート「Ｋｅｎ　Ｎａｏｋｏ
Ｌｏｖｅ　Ｌｉｆｅ　Ｌｉｖｅ」を開催しました。
テレビのバラェティー番組で活躍している研

さんが芸能生活３５周年を迎えての、待望の地
元公演が実現。満員となった会場では、観客が
ユーモアあふれるトークを楽しむとともに、こ
れまで歌い続けてきた数々の名曲を堪能し、大
きな拍手を送っていました。

昨
年
十
一
月
に
姉
妹
都
市
提
携
を
結
ん
だ
京
都
府

長
岡
京
市
の
訪
問
団
が
、
一
月
二
十
八
、
二
十
九
日

に
当
市
を
訪
れ
ま
し
た
。
一
行
は
、
市
長
や
正
副
議

長
ら
行
政
団
十
六
人
と
市
民
団
二
十
八
人
。

初
日
は
、
中
央
図
書
館
で
狩
野
川
の
ア
ユ
や
狩
野

川
台
風
な
ど
の
展
示
物
の
見
学
や
湯
ら
っ
く
す
公
園

で
鵺
ば
ら
い
祭
を
鑑
賞
。
こ
れ
に
続
き
、
宿
泊
場
所

の
サ
ン
バ
レ
ー
富
士
見
で
は
、
姉
妹
都
市
盟
約
締
結

記
念
祝
賀
会
が
行
わ
れ
、
伊
豆
の
国
市
交
流
協
会
の

会
員
ら
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
い
ち
ご
狩
り
を
楽
し
み
、
ま
ご
こ
ろ

市
場
や
か
つ
ら
ぎ
山
パ
ノ
ラ
マ
パ
ー
ク
を
訪
れ
た
後
、

帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

二
月
五
日
、
市
役
所
伊
豆
長
岡
庁
舎

駐
車
場
で
、
消
防
ポ
ン
プ
車
寄
贈
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

寄
贈
さ
れ
た
ポ
ン
プ
車
は
、
昭
和
五

十
七
年
に
旧
伊
豆
長
岡
町
墹
之
上
区
を

管
轄
す
る
伊
豆
長
岡
方
面
隊
第
三
分
団

に
配
備
さ
れ
、
平
成
十
二
年
か
ら
は
、

役
場
消
防
隊
０
分
団
と
し
て
二
十
四
年

間
に
渡
り
、
稼
動
し
て
き
た
も
の
で
す
。

発
展
途
上
国
で
再
活
用
し
て
も
ら
う

た
め
、
こ
の
た
び
、
海
外
支
援
協
会
あ

て
に
寄
贈
が
決
ま
り
ま
し
た
。
式
で
は
、

市
長
か
ら
同
協
会
の
仁
藤
会
長
に
目
録

が
渡
さ
れ
、
海
外
で
の
最
大
限
の
利
用

を
お
願
い
し
ま
し
た
。

一
月
二
十
八
日
、
湯
ら
っ
く
す
公
園
と
ア
ク
シ
ス
か
つ
ら
ぎ

ふ
れ
あ
い
広
場
で
、
第
四
十
二
回
鵺ぬ

え

ば
ら
い
祭
を
開
催
し
ま
し

た
。こ

の
お
祭
り
は
、
約
八
百
年
前
に
源
頼
政
が
宮
中
に
夜
な
夜

な
出
没
す
る
頭
は
猿
、
胴
体
は
虎
、
尾
は
蛇
と
い
う
妖
怪
「
鵺
」

を
退
治
し
た
故
事
に
ち
な
み
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

長
岡
中
学
生
に
よ
る
鵺
退
治
を
再
現
し
た
鵺
踊
り
が
披
露
さ
れ
、

観
光
客
や
市
民
ら
が
鵺
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
動
き
や
俊
敏
な
太
刀

裁
き
に
見
入
り
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
芸
妓
連
に
よ
る
春
の
舞
、
福
を
呼
ぶ
餅
ま
き
も

行
わ
れ
、
集
ま
っ
た
観
客
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

二
月
一
日
か
ら
、
弘
法
の
湯

長
岡
店
特
設
会
場
内
で
、
ま
ゆ

玉
飾
り
の
展
示
が
始
ま
り
ま
し

た
。ま

ゆ
玉
教
室
の
講
師
や
生
徒

ら
が
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
作
り

上
げ
た
色
と
り
ど
り
の
ま
ゆ
玉

が
竹
に
飾
ら
れ
、
訪
れ
た
観
光

客
や
市
民
ら
が
、
華
や
か
な
雰

囲
気
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

飾
り
に
は
、
今
年
の
干
支
で

あ
る
イ
ノ
シ
シ
や
鵺
、
鶴
亀
や

き
ん
ち
ゃ
く
な
ど
の
縁
起
物
の

ほ
か
、
今
年
初
め
て
交
通
安
全

関
係
の
カ
エ
ル
（
無
事
帰
る
）、

黄
色
い
帽
子
な
ど
が
登
場
し
ま

し
た
。

ま
ゆ
玉
飾
り
は
、
昭
和
三
十

年
代
前
半
ご
ろ
ま
で
、
養
蚕
が

盛
ん
だ
っ
た
旧
伊
豆
長
岡
町
で

続
い
て
い
た
風
習
で
、
本
物
の

団
子
を
木
に
飾
っ
て
い
た
も
の
。

現
在
は
、
芸
妓
衆
や
旅
館
の
お

か
み
な
ど
が
着
な
く
な
っ
た
着

物
等
を
使
っ
て
ま
ゆ
玉
を
再
現

し
て
い
ま
す
。

展
示
は
午
前
十
時
〜
午
後
十

六
時
ま
で
。
入
場
は
無
料
で
、

三
月
十
一
日
ま
で
の
開
催
で
す
。

ようこそ長岡京市訪問団
姉妹都市祝賀会

祝賀会では互いの近況報告をしながら、交流を深めました

華
や
か
な
雰
囲
気
演
出

ま
ゆ
玉
飾
り
展
示

頼
政
や
鵺ぬ

え

に
扮
し
て
妖
怪
退
治

第
四
十
二
回
鵺
ば
ら
い
祭

←

縁
起
物
の
ひ
と
つ
招
き
猫

↓

ま
ゆ
玉
に
見
入
る
観
光
客
ら 寄贈された消防車を前に、目録を受け取る仁藤会長（右）

海
外
で
活
躍
を

０
分
団
消
防
ポ
ン
プ
車
寄
贈

抜群の歌唱力で観客を魅了した研さん
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アクシスかつらぎ、
韮山時代劇場からの
イベント情報発信！

ピ
ー
コ

ピ
ー
ス
ケ

問合せ 安全対策課　電話０５５‐９４８‐１４１２

この時間帯、国道136号から石堂橋へ向かう県道129号線
へは進行禁止なのですが、交通指導員が立っていても強行し
て通り抜ける車があり、歩行者は恐怖を感じています。
交差点で信号無視をする車も、小学生はしっかり見ていま

す。交通ルールは守らなくてもよいものなのだと小学生の目
には映っているかもしれません。ドライバーの皆さん、この
機会に自分自身の運転を振り返ってみましょう。

月 件数 死者 傷者

１月 ３３ ０ ５３
年累計 ３３ ０ ５３伊豆の国市内

県内では、前方不注視による、追突・正面
衝突事故が多発しています。車間距離は十
分あけ、脇見せず、運転に集中しましょう。
（大仁警察署交通安全指導員）

私
は
免
許
証
を
取
得
し

て
間
も
な
く
四
十
五

年
に
な
り
ま
す
。
お
蔭
様
で

事
故
歴
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
八
年
前
交
差
点
で
の

標
識
を
見
落
と
し
て
、
罰
金

七
千
円
を
払
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
悔
し
か
っ
た
で
す

ね
。
い
え
七
千
円
が
悔
し
か

っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

生
涯
無
事
故
、
無
違
反
を
目

標
の
一
つ
に
し
て
き
た
自
分

が
な
ん
で
だ
、
と
怒
り
に
似

た
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。
し

か
し
考
え
て
み
る
と
知
覚
神

経
や
運
動
神
経
の
健
全
で
あ

っ
た
過
去
の
姿
を
、
未
だ
に

背
負
っ
て
い
た
の
で
は
と
思

い
ま
す
。

人
は
歳
を
と
れ
ば
誰
で
も

知
力
、
体
力
は
衰
え
る
も
の

で
す
が
、
往
々
に
し
て
こ
れ

を
認
め
よ
う
と
し
な
い
も
の

で
す
。
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
た

こ
の
手
に
自
分
は
も
と
よ
り
、

歩
行
者
や
対
向
車
の
命
を
預

か
っ
て
い
る
と
い
う
意
識
を

強
く
持
つ
こ
と
が
大
切
で
あ

ろ
う
と
、
改
め
て
思
う
こ
の

ご
ろ
で
す
。

も
う
す
ぐ
新
学
期
。
市
内
各
地

の
幼
稚
園
、
保
育
園
で
は
、
卒
園

児
に
対
し
て
交
通
教
室
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

「
横
断
歩
道
を
渡
る
と
き
は
、

右
を
見
て
、
左
を
見
て
、
も
う
一

度
右
を
見
て
、
手
を
上
げ
て
渡
り

ま
し
ょ
う
」
と
大
仁
警
察
署
交
通

安
全
指
導
員
や
先
生
、
保
護
者
の

皆
さ
ん
か
ら
指
導
を
受
け
て
い
ま

す
。ご

家
庭
で
も
お
子
さ
ん
へ
の
交

通
指
導
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
ぜ

ひ
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
通
学
路
を

歩
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
普
段
何

気
な
く
通
っ
て
い
る
道
も
意
外
な

危
険
箇
所
が
見
つ
か
る
も
の
で

す
。『
交
通
安
全
は
家
庭
か
ら
』

を
実
践
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

（平成１９年）

（
市
老
連
会
長
　

増
島
さ
ん
／
男
性
）

交通教室のようす

指定方向外進行禁止

（7：00～8：30）

国道136号
原木交差点

楽器の解説などを交えながら、大人から子どもまで誰
でも気軽に楽しめるクラシックコンサー
ト。会場には親子優先席を設けます。ど
うぞお子さんと一緒にご来場ください。

おなじみのイソップ物語がオペラにな
りました。子どもから大人まで楽しめる
ファミリーオペラ。どうぞ、お子さんと
一緒にご来場ください。

●日　時 ３月２５日（日）
開場１３：３０　開演１４：００

●会　場 韮山時代劇場大ホール
（全席自由）

●出　演 静岡室内歌劇場
●内　容　「金の斧　銀の斧」

「北風と太陽」
「羊飼いと狼」

●チケット 一般１，０００円　中学生以下５００円
●問合せ　韮山時代劇場　

電話０５５‐９４９‐８６００

第５回第５回

狩野川クラシックコンサート狩野川クラシックコンサート
～ちょっと気軽にクラシック～

シアタースタッフ シアタースタッフ 
アクシスかつらぎや韮山時代劇場で行

われる自主事業を中心に、公演のお手伝
いをしていただけるボランティア「シア
タースタッフ」を募集します。
登録制となっていますので、気軽にお

申し込みください。

業務内容 受付、チケットの検札・もぎり、
パンフレット・アンケートの配
布、会場案内、駐車場の誘導・
案内、非常時の避難誘導　など

資　格 中学生以上で避難誘導ができる
人ならどなたでも

＊中高生の活動は、昼間の公演に限らせ
ていただきます。
特　典 活動実績に応じて、アクシスか

つらぎと韮山時代劇場で行われ
る自主事業のチケット割引を受
けることができます

申込み アクシスかつらぎまたは、韮山
時代劇場の窓口で直接か、電話
で申し込み

問合せ アクシスかつらぎ　
電話０５５‐９４８‐０２２５
韮山時代劇場　
電話０５５‐９４９‐８６００

ファミリーオペラファミリーオペラ
～イソップオペラ３部作～

チケットのもぎりやチラシの配布を行う
シアタースタッフ

●日　時 ３月１１日（日） 開場１３：３０　開演１４：００
●会　場 アクシスかつらぎ大ホール（全席自由）
●出　演 仲戸川智隆（フルート）／小林教子（ソプラ

ノ）／大村奈緒美（ピアノ）／静岡交響楽団
（コンサートマスター沼田園子ほか２６人）

●●チチケケッットト ５５００００円円（（料料金金一一律律））
●●問問合合せせ　　アアククシシススかかつつららぎぎ　　電電話話００５５５５‐‐９９４４８８‐‐００２２２２５５
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ラ
ウ
イ
各
地
で
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
、
僕
も
参
加
し
ま
し
た
。
以
前

は
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
の
存
在
す
ら

知
ら
な
か
っ
た
僕
で
す
が
、
こ
の

国
に
来
て
か
ら
は
エ
イ
ズ
と
は
切

っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
な
っ
て

い
ま
す
。
数
カ
月
前
か
ら
は
、
エ

イ
ズ
感
染
者
の
グ
ル
ー
プ
活
動
に

も
参
加
し
、
彼
ら
と
一
緒
に
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
初
め
て
そ
の
グ
ル
ー

プ
の
顔
合
わ
せ
に
参
加
し
た
と

き
、
代
表
者
の
人
か
ら
「
こ
こ
に

い
る
人
は
、
君
以
外
は
全
員
エ
イ

ズ
感
染
者
だ
！
」
と
言
わ
れ
、
百

人
近
い
人
の
中
で
非
感
染
者
は
僕

一
人
か
ぁ
〜
と
思
っ
た
ら
、
一
瞬

ゾ
ッ
と
し
た
の
が
本
音
で
す
。
だ

け
ど
彼
ら
の
明
る
い
表
情
や
元
気

な
姿
に
接
し
て
い
く
う
ち
に
、
エ

イ
ズ
と
戦
う
同
志
に
な
れ
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。
最
近
、
直
属
の

上
司
が
エ
イ
ズ
感
染
者
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
、
ま
た
職
場
の
同
僚

が
エ
イ
ズ
で
亡
く
な
り
、
改
め
て

エ
イ
ズ
の
拡
大
と
脅
威
を
認
識
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
国
の
エ
イ
ズ
へ
の
関
心
や

対
策
は
日
本
よ
り
も
進
ん
で
い
ま

す
。
け
れ
ど
も
、
時
が
遅
す
ぎ
た

の
も
事
実
で
す
。
最
近
で
は
都
市

部
や
情
報
が
届
く
地
域
で
は
、
多

く
の
人
々
が
正
し
い
知
識
を
持
っ

て
い
ま
す
が
、
山
間
部
な
ど
情
報

が
あ
ま
り
届
か
な
い
地
域
で
は
、

正
し
い
知
識
を
持
た
な
い
人
が
多

く
、
結
果
と
し
て
エ
イ
ズ
に
感
染

し
、
感
染
者
に
対
す
る
偏
見
も
多

い
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な
人
々
を

減
ら
し
て
い
く
こ
と
が
使
命
で
あ

り
、
イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催
し
て
い

く
目
的
で
も
あ
り
ま
す
。

社
会
と
エ
イ
ズ

近
年
、
先
進
国
の
中
で
日
本
だ

け
、
エ
イ
ズ
感
染
者
が
増
加
し
て

い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。「
風
邪

は
う
つ
っ
て
も
、
エ
イ
ズ
は
う
つ

ら
な
い
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
エ

イ
ズ
は
正
し
い
知
識
と
自
制
心
さ

え
あ
れ
ば
感
染
し
な
い
病
気
で

す
。
け
れ
ど
も
、
社
会
が
そ
れ
を

受
け
入
れ
る
環
境
で
な
か
っ
た
り

す
る
と
、
人
々
は
感
染
し
て
い
た

ら
ど
う
し
よ
う
、
と
い
う
恐
れ
か

ら
検
査
を
受
け
ず
、
結
果
と
し
て

感
染
者
を
増
や
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。先
述
の
グ
ル
ー
プ
の
よ
う
に
、

感
染
者
が
表
に
立
っ
て
活
動
あ
る

い
は
生
活
で
き
る
よ
う
な
社
会
を

つ
く
る
こ
と
が
、
ま
ず
は
大
切
な

ん
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

防
げ
！
エ
イ
ズ
感
染
拡
大

マ
ラ
ウ
イ
の
エ
イ
ズ
（
Ｈ
Ｉ

Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）
感
染
率
は
、
第

一
回
（
平
成
十
八
年
六
月
号
）
で

述
べ
た
と
お
り
で
す
が
、
マ
ラ
ウ

イ
に
限
ら
ず
サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ

リ
カ
諸
国
は
、
エ
イ
ズ
の
蔓
延
に

よ
っ
て
厳
し
い
状
況
を
強
い
ら

れ
、
現
在
、
国
を
挙
げ
て
感
染
拡

大
の
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

毎
年
十
二
月
一
日
は
世
界
エ
イ

ズ
デ
ー
と
い
う
こ
と
で
、
こ
こ
マ

親を亡くした孤児たち。エイ
ズは家族にも被害を及ぼす

ＺＩＫＯＭＯ…マラウイ語で「どうも」の意味

第１０回
マラウイとエイズ

青年海外協力隊・佐藤健太の

イベントでは歌や踊りで
エイズの拡大防止を啓発

火
災
が
発
生
し
や
す
い
こ
の
時
季
こ
そ
、
火
災
を

予
防
し
、
火
災
に
よ
る
死
傷
者
の
発
生
や
財
産
の
損

失
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

市
内
の
火
災
発
生
件
数
は
、
月
平
均
三
・
三
件
。

非
常
に
多
く
、
死
傷
者
も
出
て
い
ま
す
。
期
間
中
は

午
後
八
時
に
詰
所
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

３つの習慣
・寝たばこは、絶対やめる。
・ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
・ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

問合せ　安全対策課　電話０５５‐９４８‐１４１２

全全全全
国国国国
火火火火
災災災災
予予予予
防防防防
運運運運
動動動動

今月の

新着本

消さないで あなたの心
の 注意の火
（平成１８年度全国統

一防火標語）

３１～
（木）

３７
（水）

春季春季

市町名 建物 林野 車両 その他 計

伊豆の国市 ２２ ２ １ １５ ４０

伊豆市 １５ ０ ３ ８ ２６

函南町 １０ １ ４ ７ ２２

田方消防署管内の火災件数（平成１８年１月～１２月）

（資料：田方消防署）

【中央図書館】

電話０５５８‐７６‐５５６６

休館日　３月５日（月）
１２日（月）･１９日（月）
２１日（水）･２６日（月）
３０日（金）

【長岡図書館】

電話０５５‐９４７‐２３６４

休館日　３月２１日（水）
３０日（金）

【韮山図書館】

電話０５５‐９４９‐８６０５

休館日　３月５日（月）
１２日（月）･１９日（月）
２１日（水）･２６日（月）
３０日（金）

問合せ

｢ローマ人の物語 ⅩⅤ

ローマ世界の終焉｣   

塩野七生／新潮社

ローマはいつ、どのよ
うにして滅んだのか？

１３００年に及ぶ巨大帝国の興亡のド
ラマを１年１作のペースで描き尽く
した傑作シリーズがここに完結。

【中央・韮山図書館所蔵】

「血涙
けつるい

新楊家将 上、下」

北方謙三

ＰＨＰ研究所

宋建国の英雄・楊業
ようぎょう

の死から２年。理不尽
な戦いで父や兄を失い、壊滅的な打
撃を受けた楊家

よう か

軍を再興するため、
六郎延昭
りくろうえんしょう

と七郎延嗣
しちろうえんし

が立つ。
【長岡・韮山図書館所蔵】

時をこえて届く、あの頃からの贈
り物…。デブねこの赤い首輪には
さんだ手紙がつないだ、小学生の
ぼくとタカキの友情を描く表題作。
ほかに「絆」を描く７編を収録。

【長岡・韮山図書館所蔵】

「モノレールねこ｣
加納朋子

文藝春秋

｢さよなら、サイレント・ネイ

ビー 地下鉄に乗った同級生｣   

伊東乾／集英社

かつて共に学んだ親友
は、サリン実行犯とし

て死刑判決を受けた。東大助教授の
著者と友の運命を分けたものは何か？
社会が同じ過ちを繰り返さないため
の検証の記録。 【中央図書館所蔵】

｢お手本なしの人生

『１リットルの涙』亜也の詩
うた

｣   

木藤亜也・木藤潮香

小学館

木藤亜也さんのノート
に綴られたいのちの詩。遺されたノ
ートから、母・潮香さんが「伝えた
い言葉」を選び、新たに編集。

【長岡・韮山図書館所蔵】

｢獣の奏者Ⅰ　闘蛇編｣   

上橋菜穂子／講談社

王獣の医術師を志すエ
リンは、やがて王国の
運命を左右する立場に

…。決して人に馴れず、また馴らし
てもいけない獣とともに生きる、宿
命の少女エリンを描く長編ファンタ
ジー。【中央・長岡図書館所蔵】

●祝日（日曜日の場合は開館：韮山図書館は５月５日と１１月３日は開館）
●月末金曜日　●年末年始：１２月２８日～１月４日
＊祝日等の振替え休館がありますので、毎月の広報でご確認ください。

平成１９年４月１日からの各館の休館日が次のとおり変わります。
お間違えのないようにご利用ください。

●毎週月曜日
●特別整理期間
（６月中に１０日間以内）

●毎週月曜日
＊月曜日が休館となります。
●特別整理期間
（１１月中に５日間以内）

●毎週水曜日
＊月曜日が開館となり、水曜日が
休館となります。
●５月６日と１１月４日（日曜日の
場合は開館）
●特別整理期間
（９月～１０月中に７日間以内）
＊４～９月までの木曜日延長開館
がなくなります。

【中央図書館の休館日】

【長岡図書館の休館日】

【韮山図書館の休館日】

【各館共通休館日】
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いずのくにいずのくにのの女女ひと

２３人目

伊豆の国市内に住む、働く、または縁のある、輝いてる女性たち。
今回は、３月１１日（日）の狩野川クラシックコンサートや２５日（日）の

ファミリーオペラに歌手として出演する、小林教子さんを紹介します。
（関連記事１４ページ）

を
し
つ
つ
、
自
宅
で
も
音
楽
教

室
を
開
い
て
い
ま
す
。
精
力
的

に
活
動
す
る
教
子
さ
ん
の
原
点

を
、
そ
の
先
生
に
見
た
気
が
し

ま
し
た
。「
残
念
な
が
ら
先
生
は

も
う
こ
の
世
に
は
い
ま
せ
ん
が
、

今
の
私
は
、
先
生
の
恩
に
報
い

た
い
、
と
い
う
気
持
ち
に
背
中

を
押
さ
れ
て
活
動
し
て
い
ま

す
」。今月

開
か
れ
る
『
狩
野
川
ク
ラ

シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
』
や
『
フ
ァ

ミ
リ
ー
オ
ペ
ラ
』
の
見
所
を
聞
い

て
み
ま
し
た
。「
ク
ラ
シ
ッ
ク
＝

堅
苦
し
い
音
楽
と
思
う
人
も
い

る
で
し
ょ
う
。
で
も
、
今
回
は
、

ど
ち
ら
も
肩
の
力
を
抜
い
て
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
楽
し
め
る
イ

ベ
ン
ト
。『
狩
野
川
〜
』は
、
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
の
生
演
奏
だ
け
で

な
く
、
楽
器
の
解
説
も
し
て
く

れ
る
の
で
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
初
心

好きな言葉は「前進」「努力」。好きな曲は
プッチーニのオペラ『ラ・ボエーム』。実
はスマップのファンという一面も。

者
に
も
評
判
が
い
い
コ
ン
サ
ー
ト

で
す
。
ま
た
、『
フ
ァ
ミ
リ
ー
〜
』

は
、
イ
ソ
ッ
プ
童
話
を
題
材
に
し

た
も
の
で
、日
本
語
で
歌
い
ま
す
。

衣
裳
も
は
な
や
か
で
、
劇
の
よ
う

に
楽
し
い
オ
ペ
ラ
で
す
。
ぜ
ひ
小

さ
な
お
子
さ
ん
と
一
緒
に『
見
に
』

来
て
く
だ
さ
い
」。

最
後
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
一

言
。「
す
べ
て
の
芸
術
が
そ
う
だ

と
思
い
ま
す
が
、ク
ラ
シ
ッ
ク
も
、

聞
い
て
く
れ
る
人
・
見
て
く
れ
る

人
が
い
て
初
め
て
成
り
立
ち
ま

す
。
他
の
自
治
体
コ
ン
サ
ー
ト
が

減
少
し
て
い
る
中
、
伊
豆
の
国
市

は
、
た
く
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
等

を
開
催
し
、
芸
術
や
教
育
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

は
、
こ
の
恵
ま
れ
た
音
楽
環
境
を

有
効
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
コ

ン
サ
ー
ト
で
お
会
い
で
き
る
の
を

楽
し
み
に
し
て
ま
す
」。

親子で楽しめる『イソップオペラ』。（写真
は昨年１２月の静岡グランシップ上演）

や
ピ
ア
ノ
と
、
小
さ
い
こ

ろ
か
ら
音
楽
に
親
し
ん
で
育
ち
ま

し
た
」と
い
う
教
子
さ
ん
。
旧
伊

豆
長
岡
町
時
代
か
ら
、『
ア
ク
シ

ス
の
夕
べ
』
や
『
第
九
コ
ン
サ
ー

ト
』
な
ど
の
音
楽
イ
ベ
ン
ト
で
歌

手
と
し
て
出
演
し
て
い
ま
す
。

本
格
的
に
歌
の
道
を
目
指
し
た

の
は
、
高
校
時
代
の
恩
師
と
の
出

会
い
が
き
っ
か
け
。
「
先
生
は
、

学
校
で
は
音
楽
教
師
、
外
で
は
音

楽
家
と
し
て
活
動
し
、
自
分
の
持

っ
て
い
る
音
楽
を
、
ひ
と
り
で
も

多
く
の
後
輩
に
伝
え
た
い
と
い
う

熱
意
あ
ふ
れ
る
人
で
し
た
」。
そ

ん
な
先
生
の
勧
め
で
東
京
芸
術
大

学
音
楽
科
に
進
学
し
、
ク
ラ
シ
ッ

ク
を
学
び
ま
し
た
。
結
婚
し
て
三

児
の
母
と
な
っ
た
現
在
、
コ
ン
サ

ー
ト
活
動
の
か
た
わ
ら
、
常
葉
学

園
短
期
大
学
音
楽
科
や
、
沼
津
西

高
等
学
校
芸
術
科
で
非
常
勤
講
師

広報「いずのくに」は、毎月１日号と１５日号を発行しています。
１日号は各自治会（区・組）を通じて配布し、１５日号（タブロイド版）

は新聞折り込みで皆さんにお届けしています。
広報紙がお手元に届かない場合は、各支所、公共施設（アクシスかつ

らぎ、めおと湯の館、図書館など）、農協や郵便局、金融機関などにあ
りますので、ご利用ください。

問合せ 企画財政課　電話０５５‐９４８‐１４１３

広報

は毎月２回発行！

「
歌
　

小林
こばやし

教子
のり こ

さん（声楽家）

◆市内に点在する多く
の公共施設。これらの
施設を皆さんにもっと
利用していただけるよ
う、このコーナーでは、
市内にある公共施設を
順次紹介していきます。

第１２回　市営浴場

熱
い
湯
を
お
好
み
の
人
は
コ
チ
ラ
へ
。
二
〇
〇
五
年
三
月
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
新
し
い
施
設
が
自
慢
。
湯
ら
っ
く
す
公

園
隣
接
の
た
め
、
足
湯
に
浸
か
っ
て
、
飲
泉
所
で
味
見
し
て
、

そ
し
て
こ
こ
で
湯
に
浸
か
れ
ば
、
温
泉
を
ト
ー
タ
ル
に
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
早
朝
オ
ー
プ
ン
な
の
で
、
朝
湯
に
入
れ
る

の
も
人
気
で
す
。

①長岡１５７‐５

②大人３００円／小人２００円

＊回数券あり。

③６：００～１０：００

１３：００～２１：００

④毎週火曜日　

⑤１５台

⑥０５５‐９４８‐０７７６

①住所

②入浴料（大人は１２歳以上の人／

小人は小学生）

③営業時間

④休館日

⑤駐車場

⑥問合せ電話番号

【【
泉泉
質質
】】
アア
ルル
カカ
リリ
性性
単単
純純
泉泉

（（
無無
色色
透透
明明
））

【【
温温
度度
】】
四四
十十
六六
度度
〜〜
六六
十十
九九
度度

【【
効効
能能
】】
神神
経経
痛痛
、、
筋筋
肉肉
痛痛
、、
関関

節節
痛痛
、、
五五
十十
肩肩
、、
関関
節節
のの
ここ
わわ
ばば

りり
、、
打打
ちち
身身
、、
慢慢
性性
消消
化化
器器
病病
、、

疲疲
労労
回回
復復
、、
健健
康康
増増
進進

●●
各各
施施
設設
にに
つつ
いい
てて
のの
総総
合合
的的
なな

問問
いい
合合
わわ
せせ
はは
観観
光光
商商
工工
課課
へへ
。。

電電
話話
００
５５
５５（（
９９
４４
８８
））１１
４４
８８
００

暖暖
冬冬
とと
はは
いい
ええ
、、
やや
っっ
ぱぱ
りり
冬冬
はは
温温
泉泉
がが
恋恋
しし
いい
季季
節節
。。

今今
回回
はは
、、
市市
内内
にに
ああ
るる
三三
つつ
のの
市市
営営
浴浴
場場
をを
紹紹
介介
しし
まま
すす
。。

格格
安安
にに
温温
泉泉
をを
楽楽
しし
めめ
るる
最最
高高
のの
スス
ポポ
ッッ
トト
でで
すす
。。

★★

こ
の
地
に
ゆ
か
り
の
源
頼
朝
と
北
条
政

子
に
ち
な
み
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
地
元

の
常
連
客
が
足
繁
く
通
う
、
地
元
に
支
持

さ
れ
て
い
る
施
設
で
す
。
家
族
と
心
ゆ
る

せ
る
仲
間
と
過
ご
す
く
つ
ろ
ぎ
の
ひ
と
と

き
を
ど
う
ぞ
。

①寺家６７９‐６

②③１０：００～１８：００は大

人５００円／小人２５０円、

１８：００～１９：３０は大人３

００円／小人１５０円

＊１回３時間

④毎週木曜日（祝日の場

合は翌日）、５月の最終週、

１２月２５日～３１日　

⑤１００台

⑥０５５‐９４９‐３７３７

韮山時代劇場
★

★★

南
条
区
民
ホ
ー
ル
の
裏
に
ひ
っ
そ

り
と
た
た
ず
み
、
地
元
の

「
お
風
呂
」
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
る
小
さ
な
共
同
浴

場
。
温
泉
を
十
分
に
楽
し
め

る
穴
場
的
存
在
で
す
。

①南條１６０３‐１

②大人２５０円／小人１００円

③３月１日～１０月３１日は

１６：００～２０：００

１１月１日～２月末日は

１５：００～２０：００

④毎週水曜日、１月１日～

３日　

⑤なし

⑥０５５‐９４９‐６０９９

韮山時代劇場
★

★★
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天下の奇祭「大瀬まつり」
駿河湾名物「内浦漁港祭」
と き・ところ／４月４日（水）①

大瀬まつり７：３０～大瀬神社、②内
浦漁港祭８：３０～内浦漁港　内容／
大瀬まつりは、大漁と海の安全祈願
のため大漁旗などで飾り立てた船で
大瀬神社に参拝する漁師のお祭り
で、見所は女装した男たちが船内で
踊る勇み踊りです。参拝船は産直市
などが開かれる内浦漁港祭会場から
出航します。 問合せ／観光交流課
電話０５５‐９３４‐４７４７

す。 とき／３月１４日（水）９：００
～１５：００　ところ／恋人岬駐車場
（伊豆市小下田） 問合せ／伊豆市
観光協会土肥支部　電話０５５８‐９８‐
１２１２ ホームページhttp://www.toi-
onsen.com/indax.html

郷土資料館企画展
三島と女性

ー歴史の中の女性たちー
とき／３月１８日（日）～５月２７

日（日）※月曜休館　ところ／郷土
資料館（楽寿園内） 内容／男女共
同参画社会推進の一助となることを
目的に、「女性の歴史と三島」、「三
島の女学校」、関連年表などを展示
します。 入館料／無料（ただし楽
寿園入園料大人３００円・１５歳未満
５０円が必要です） 問合せ／三島市
郷土資料館　電話０５５‐９７１‐８２２８

清水町国際交流協会
春のフリーマーケット
毎年恒例、春のフリーマーケット

を開催します。出店以外にも催しが
たくさん。 とき／３月１８日（日）
１０：００～１４：００　ところ／清水町
役場駐車場（雨天の場合は、清水町
体育館にて開催） 内容／フリーマ
ーケット、ステージイベント、飲食
店の出店等　問合せ／清水町国際交
流協会事務局（役場地域振興課内）
電話０５５‐９８１‐８２３８

恋人岬
ホワイトデースペシャル
カップルでウエディングドレスと

タキシード姿の記念撮影（先着１００
組）や、恋人宣言証の無料発行（先
着３１４組）などのイベントを行いま

市では、子育てを支援する「地域子育て支援センター」を
２カ所開設しています。親子で来園して楽しく遊んだり、友
達を作ったり、保護者の育児情報交換の場としてご利用くだ
さい。市内に住所があり、小学校就学前までの幼児と保護者
なら、どなたでも無料で利用できます。
また「子育て相談」もありますので、お気軽にどうぞ。

（慈恩保育園地域子育て支援センター）
白山堂１７１‐２電話０５５８‐７６‐２５５２

月～金　９：００～１７：００
（園庭開放は９：００～１１：３０）

６日（火）１０：００～１１：００　　
新聞紙を使ってあそぼう　
（※事前申し込みが必要です）
●天気の良い日は園庭で絵本や紙
芝居の読み聞かせをしています。
●相談専用電話では、子育ての悩
み相談に、専門の保育士が応じ
ます。ご利用ください。
相談専用電話０５５８‐７６‐２６５６

（ひまわり保育園大仁分園

地域子育て支援センター）

大仁２２９‐１ 電話０５５８‐７６‐１１７３

月～金９：００～１１：３０、１３：３０～１６：００

２日（金）ひな祭りの集い
６日（火）避難訓練
８日（木）１０：１５～子育て講演会

「乳幼児期に大切な事」

詳しくは各園へ
お問い合わせください。

●
朝
一
番
、
朝
焼
け
に
輝
く
富

士
山
を
見
な
が
ら
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
は
、
一
日
の
活
力
に
つ
な

が
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
早
起
き

し
て
み
ま
せ
ん
か
。（
寺
家
・
64

歳
・
女
性
）

→

先
日
、
十
日
間
ほ
ど
研
修
所

に
行
っ
た
と
き
、
毎
朝
三
十
分

の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
し
ま
し
た
。

寒
い
中
走
る
と
、
気
持
ち
が
引

き
締
ま
っ
て
、
脳
も
活
性
化
す

る
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

●
暖
冬
で
暖
か
い
の
は
嬉
し
い

け
れ
ど
、
地
球
温
暖
化
の
影
響

で
あ
る
と
耳
に
す
る
と
、
心
配

で
す
。（
寺
家
・
18
歳
・
男
性
）

→

地
球
温
暖
化
は
、
二
酸
化
炭

素（
Ｃ
Ｏ
２
）な
ど
の
温
室
効
果

ガ
ス
が
増
え
過
ぎ
て
る
の
が
原

因
で
す
。
Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
す
る

身
近
な
エ
ネ
ル
ギ
ー（
風
呂
、

エ
ア
コ
ン
、
照
明
器
具
、
テ
レ

ビ
、
自
動
車
な
ど
）の
使
用
を

控
え
る
こ
と
が
、
温
暖
化
防
止

へ
の
第
一
歩
で
す
。皆
さ
ん
も
、

晴
れ
た
日
は
自
転
車
で
通
勤
・

通
学
し
ま
し
ょ
う
。

●
広
報
二
月
一
日
号
表
紙
の
ま

ゆ
玉
、
イ
ノ
シ
シ
が
か
わ
い
か

っ
た
で
す
。（
田
京
・
11
歳
・
女

性
）

→

ま
ゆ
玉
の
縁
起
物
に
は
、
毎

年
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
が
加
わ
り

ま
す
。
今
年
の
新
作
は
、
干
支

『
イ
ノ
シ
シ
』、
黄
帽
子
や
進
入

禁
止
看
板
な
ど
の『
交
通
安
全

シ
リ
ー
ズ
』だ
そ
う
で
す
よ
。

皆
さ
ん
は
、
弘
法
の
湯
長
岡
店

で
開
催
中
の『
ま
ゆ
玉
飾
り
』、

も
う
見
に
行
き
ま
し
た
か
？

●
相
変
わ
ら
ず
の
路
上
へ
の
ゴ

ミ
捨
て
…
。
防
止
す
る
に
は
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
『
良
い
方
法
』
を
募
集

し
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
。

（
古
奈
・
77
歳
・
男
性
）

→

市
で
も
、
定
期
的
に
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
て

路
上
の
ゴ
ミ
拾
い
を
し
て
い
ま

す
が
、
な
か
な
か
ゴ
ミ
が
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
も
、

『
ゴ
ミ
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
』

へ
の
い
い
ア
イ
デ
ィ
ア
が
あ
っ

た
ら
、
ぜ
ひ
お
た
よ
り
で
教
え

て
く
だ
さ
い
。

●
旧
町
の
広
報
に
あ
っ
た
出
生

紹
介
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、

内
孫
が
生
ま
れ
て
も
掲
載
さ
れ

な
く
て
が
っ
か
り
で
す
。（
長

岡
・
54
歳
・
女
性
）

→

訃
報
の
掲
載
と
と
も
に
よ
く

ご
意
見
を
い
た
だ
く
の
で
す

が
、
市
に
な
っ
て
対
象
人
数
が

増
え
た
こ
と
や
、
個
人
情
報
保

護
な
ど
の
観
点
か
ら
、
市
で
は

掲
載
を
や
め
ま
し
た
。
ご
理
解

く
だ
さ
い
。
お
孫
さ
ん
は
、
ぜ

ひ『
お
お
き
く
な
〜
れ
』に
ご
応

募
く
だ
さ
い
。
当
選
す
れ
ば
、

い
い
誕
生
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
な

る
と
思
い
ま
す
よ
。

皆
さ
ん
か
ら
の
お
た
よ
り
、

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

１２日（月）３月生まれの誕生会
１３日（火）絵本の読み聞かせ
１６日（金）お別れ会
１９日（月）狩野川公園で遊ぼう　　　
※狩野川公園に現地集合、解散

（雨天中止）
２２日（木）製作（０、１歳）
２３日（金）製作（２、３歳）
２７日（火）クリーン作戦　　　　　
行事の時間はいずれも午前中

みん
なで来てね！

毎月、正解者の中から抽選で１０人に入浴剤（伊豆
長岡温泉）１セット（３袋入り）をプレゼントします。
皆さんのご応募お待ちしています。【応募方法】はが
きにクイズの答えと住所、氏名（フリガナ）、年齢（学
年）、職業、電話番号、身近な話題や感想、広報紙へ
のご意見などを書き添え、３月１４日（水）までに下記
へお送りください。いただいたご意見などは、広報で
紹介させていただく場合もあります。
【あて先】〒４１０‐２２９２　長岡３４０‐１　

伊豆の国市 企画部 企画財政課
【先月の答え】「梅林」 正解者は５２／５２人
【当選者：順不同・敬称略】

小川原広子、木内明子、浦杉幸男、小播あずさ、杉山政良

遠藤友紀、中嶋純子、水野典彦、牧野智子、山田晃子

周りの字と熟語になるように真ん中に漢字を一

つ入れてください。出てきた漢字を○の中にあて

はめて言葉を完成させてください。

答え ４月８日は○○の日

考 ？
手
厳
別人

兵 ？
手
快
動軽

ヒント：２０歳以上の皆さんはお出かけください。
あなたの力で郷土を変えましょう。
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お・知・ら・せ

不用品活用バンク

「お話し玉手箱」会員
学校や施設などで本の読み聞かせ

を行うボランティア「お話し玉手箱」
では、継続的に活動してくれる会員
を募集しています。本が語りかけて
くる「何か」を一緒に勉強してみませ
んか。 練習日／毎月第３水曜日
９：３０～１１：３０　ところ／あやめ会
館２階　問合せ／鈴木　電話０５５‐
９４７‐３１９０　

ガールスカウト入団者
ガールスカウトは、「人とのまじ

わり」「自然と共に」「自己開発」の３
つのテーマに基づき活動する少女の
ための育成団体です。団員は未就学
児～高校生が中心で、成人女性はす
べてボランティアです。興味のある
人は下記まで問い合わせください。
問合せ／伊豆長岡地区（重田） 電話
０５５‐９４７‐３４２１、韮山地区（川口）
電話０５５‐９４９‐１８６１、大仁地区
（古屋） 電話０５５‐９４９‐８９０２

第５７回静岡県勤労者総合美術展
出展作品

出展料は無料。すべての作品を展
示し、出品者全員に参加賞を進呈し
ます。 募集作品／絵画（油絵・水
彩画・版画・日本画・水墨画等）、書、
写真、手芸品など　募集期間／３月
１２日（月）～３月３０日（金） 問合

せ／静岡県労働者福祉協議会 電
話０５４‐２２１‐６２４１ Ｅメール
rofukukyo@mx1.s-cnet.ne.jp

望星高等学校春学期生
単位制による通信制課程の高等学

校です。自分のために高校卒業して
みませんか。 学習方法／放送（衛星

ラジオ）講座を聞き、月２回日曜日に
登校し、学習レポートを提出　募集
期間／４月１３日（金）まで　問合
せ／東海大学付属望星高等学校　電
話０５４‐２６１‐２９５０

県立沼津テクノカレッジ
入校生

就職率１００％のテクノカレッジ。
県立高校並の安い授業料と充実した
最新設備で、プロの技術者になろう。
募集科・定員／機械技術科、情報技
術科、電子技術科各２０人（２年制）
応募資格／平成１９年３月末現在おお
むね３０歳以下で、技術・技能を身に
つけて就職する意欲のある人　試験
内容／数学及び面接（数学は高校１年
生程度） 募集締切／３月７日（水）
試験日／３月１６日（金） 試験場／

県立沼津技術専門校　問合せ／県立
沼津技術専門校（沼津テクノカレッ
ジ） 電話０５５‐９６６‐２０１１ Ｅメール
tomoharu1_ito@pref.shizuoka.lg.jp

国家公務員
人事院は平成１９年度中に次の採用

試験を行います。申し込み用紙・受験
案内は郵便でも請求できます。詳し
くは下記までお問い合わせください。
受付期間／Ⅰ種：４月２日（月）～４
月９日（月）、Ⅱ種：４月１３日（金）
～４月２４日（火）、Ⅲ種：６月２６日
（火）～７月３日（火） 受験案内等

の配布開始日／Ⅰ種、Ⅱ種：２月１
日（木）、Ⅲ種：５月１４日（月） 問

合せ／人事院中部事務局　電話０５
２‐９６１‐６８３８ ホームページ
http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm

佐野美術館友の会
「墨絵初級教室」生徒
とき／４月７日（開講式）以降毎月

第１、第３土曜日１０：００～１２：００
ところ／三島市佐野美術館講堂　定
員／３０人（定員になり次第締切）

ご家庭にある不用なもので、ほ
かの人にゆずってもよいものはあ
りませんか。不用品活用バンクに
登録すれば、「ゆずってほしい」
「ゆずりたい」人を探します。

【ゆずります】

ベビーバス　　　　　　　無　料
スキーキャリーバック（黒） 無　料
スキーキャリーバック（オレンジ）無　料
エアロバイク　　　　　　無　料
日大三島高夏・冬服ズボン（Ｍ８５Ｈ）

無　料
建築用平行定規　　　　　応　談
建築用ドラフタ　　　　　応　談
電子ピアノ　　　　　　　応　談
韮中女子夏服上着・スカート・冬服上下
（１５０㌢）新品３，５００～１５，０００円

【ゆずってください】

アップライトピアノ　　　応　談
韮中通学カバン　　　　　応　談
韮中ジャージ等用品（１６０�‘１８０�A）

応　談
こいのぼり（鯉のみ２～３匹）応　談
糸車　　　　　　　　　　応　談
天体ドーム　　　　　　　応　談
耕運機　　　　　　　　　応　談
解体または建替家屋の建具 応　談
車のタイヤ（１４～１７�V）応　談
サナルがんばっテキスト（中２・３年）応　談
農業用ハウス（鉄骨のみ） 応　談

家庭用または商業用ミシン 応　談
長岡南小男子制服（１３０㌢） 無　料
一輪車（２０�V以上） 無　料
長岡南小女子半袖ブラウス（１６０�A）

無　料
長岡中女子制服（１６０�A） 無　料
大人用マウンテンバイク　無　料
大人用自転車　　　　　　無　料
婦人用自転車　　　　　　無　料
暁秀高校女子制服（Ｍ） 無　料

電動ミシン　　　　　　　無　料
ジュニアシート　　　　　無　料

問合せ 市役所環境政策課
電話０５５‐９４９‐６８０４

お・知・ら・せ
申込み締切／３月１５日（木） 申込

み・問合せ／佐野美術館友の会墨絵
部　電話０５５‐９７５‐７２７８

なまず博士と学ぼう！
春休み親子防災教室
地震の揺れや津波、消火の体験を

したり、なまず博士と一緒に地震の
ことを学んだりします。 とき／３
月２５日（日）午前の部１０：００～１
２：００、午後の部１３：３０～１５：３０
ところ／県地震防災センター（静岡
市葵区） 定員／小学生とその保護
者計５０人×２回（先着順） 申込

み／郵便番号、住所、氏名、電話番
号、参加人数、希望の回（午前・午
後）を明示し、３月２２日（木）まで
に電話かメールでお申し込みくださ
い。 申込み・問合せ／県地震防災
センター 電話０５４‐２５１‐７１００　Ｅ
メールeq-center@amethyst.broba.cc

元気に働きたいあなたに贈る
「グループ座談会」
さまざまな立場の人が案内役のス

タッフとともに、働くことについて
自由に語り合い、元気に働くことを
目指します。気軽に参加してみませ
んか？　とき／３月９日（金）・２３

日（金）１０：００～１２：００　ところ／
県東部県民生活センター研修室　対
象／年齢・性別・有職・無職を問わ
ず、「働くこと」にご意見・お悩みの
ある人どなたでも　定員／両日とも
先着５人程度　参加費／無料　問合
せ／ＮＰＯ法人東部心のボランティア
電話０５５‐９５４‐３６０１ 沼津就職相
談センター　電話０５５‐９５１‐８２２９

リハビリテーション中伊豆温泉病院
院内保健講座

とき／３月１４日（水）、１６日（金）、
２２日（木）の午前中に２講義づつ
ところ／リハビリテーション中伊豆
温泉病院健康管理センター研修室　主
な内容／サプリメント、メタボリック
シンドローム等について　受講料／
無料　定員／各回４０人（定員にな
り次第締切） 持ち物／筆記用具等
申込み・問合せ／リハビリテーショ
ン中伊豆温泉病院健康管理課　電話
０５５８‐８３‐３３４０　

巡回交通事故相談
県の交通事故相談所の相談員が、

交通事故に関するさまざまな相談に
応じます。相談無料（事前予約制）。
とき／３月２３日（金） １０：００～

１５：００　ところ／韮山庁舎第１会
議室　申込み・問合せ／市役所安全
対策課　電話０５５‐９４８‐１４１２

住まいの省エネ診断
「光熱費が高い」「冷暖房の効き

が悪い」「結露がひどくて」…。こ
んな悩みに『住

す

まいる匠
たくみ

』がお答え
します。県地球温暖化防止活動推進
センターでは、住まいる匠による住
宅の省エネ診断体験家庭を募集して
います。※住まいる匠とは、センタ
ーが国の委託事業で養成・登録した
建築士などの人々です。 費用／無
料（１回限り） 所要時間／１時間
程度　問合せ／県地球温暖化防止活
動推進センター　電話０５４‐２７１‐８
８０６　ホームページhttp://sccca.net

身体・知的・精神の障害児・者
福祉相談会

身体障害・知的障害・精神障害者
の自立と社会参加促進を図る生活支
援センターが、合同相談会を行いま
す（相談無料）。 とき／３月１０日
（土）１３：００～１６：００　ところ／韮
山福祉保健センター　相談内容／福
祉制度・福祉サービスの情報提供・
利用について、就労、趣味・余暇活
動、交通・移動手段、家族関係、健
康、受診・発達・介護相談など　問
合せ／障害者生活支援センターリベ
ルテ　電話０５５‐９７８‐４１８７　ＦＡ
Ｘ０５５‐９７８‐０８１２

ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
、

使
っ
て
い
な
い
人
へ

九
月
十
五
日
、
十
六
日
の
敬
老
会

で
、
七
十
五
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、

敬
老
祝
金
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

ま
だ
、
敬
老
祝
金
を
受
け
取
っ
て

い
な
い
人
は
、
お
早
め
に
高
齢
者
支

援
課
（
大
仁
庁
舎
）
窓
口
ま
で
お
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し
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ま
た
、
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い
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、
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用

期
限
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え
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い
。

贈呈場所 大仁庁舎高齢者支援課
※伊豆長岡庁舎、韮山庁舎での配布は
終了しました。

持ち物　 領収書（敬老会案内通知に同封したも
の。記入押印し、お持ちください）

対象者 ４月１日現在で市に住民登録のある　
昭和６年４月１日以前生まれの人

問合せ 高齢者支援課　電話０５５８‐７６‐８０１１

※敬老祝金は３，０００円分の商品券で、使

用期限が平成１９年３月３１日までです。

使用期限３月末日！！
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自然を守り、文化を育む、魅力
ゆ め

ある温泉健康都市

報
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る
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れ
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の
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ー
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書
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て
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我
が
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返
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し
み
じ
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み
な
さ
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を
動
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さ
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る
言

葉
に
出
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森

●
千
葉
県
の
市
町
村
ア
カ
デ
ミ

ー
で
、
十
日
間
の『
広
報
広
聴
』

研
修
を
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け
て
き
ま
し
た
。
講

義
や
演
習
も
大
変
勉
強
に
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り

ま
し
た
が
、
な
に
よ
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、
全
国

か
ら
集
ま
っ
た
五
十
八
人
の
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志
と
交
流
・
意
見
交
換
で
き
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の
が
一
番
の
収
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で
し
た
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夏

●
冷
え
性
に
と
っ
て
、
今
年
の

冬
は
例
年
と
比
べ
よ
う
が
な
い

ほ
ど
過
ご
し
や
す
い
。
足
先
の

冷
た
さ
は
改
善
で
き
な
い
の
で
、

湯
た
ん
ぽ
は
手
放
せ
な
い
（
足

放
せ
な
い
）も
の
の
、
今
年
は
手

袋
の
出
番
が
な
い
ま
ま
、
春
に

な
っ
て
し
ま
う
の
か
な
ぁ
。
小
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50,736人

男：24,486人

女：26,250人

世帯：19,294
平成１８年２月１日現在

伊豆の国市
人口

市内在住の４月生まれで２～４歳までのお子さんを募集し
ます。３月１２日（月）までに電話またはメールでお申し込みく
ださい。応募多数の場合は抽選になります。掲載が決まった
場合は、数日中に写真とコメントを提出していただきます。
申込み 企画部企画財政課　電話０５５‐９４８‐１４１３

info@city.izunokuni.shizuoka.jp

わが家のわんぱく坊主が２歳になり
ました。毎日お姉ちゃんと大暴れして
います。竜ノ介！大きくな～れ！！

晃司さん・加緒里さんの長男　(立花)

りゅうのすけ

(平成１７年３月９日生)

いつもニコニコ元気ハツラツな男の子
です。家族を笑わせてくれます。幼稚園
に楽しく通っています。

一己さん・陽子さんの長男 (大仁)

はるあき

(平成１５年３月２３日生)

思いもよらない行動や、しぐさで皆
を楽しませてくれます。大輝兄ちゃん
と仲良くし、おおきくな～れ。

健さん・百合子さんの長女　(中)

み ほ

(平成１６年３月２９日生)

音楽が大好きで歌って踊って転んで
楽しい毎日だね。これからもいっぱい
の笑顔で元気に育ってね。

泰宏さん・裕美さんの長女　(吉田)

み ゆ

(平成１７年３月２３日生)

恐竜と戦いごっこが大好きです！大
きくなったらイチローみたいなメジャ
ーリーガーになるぞ！！

信一さん・貢未子さんの長男(四日町)

りょうた

(平成１５年３月８日生)

２歳のお誕生日には、お兄ちゃんに
なるんだよね。しっかり者の優しいお
兄ちゃんになってね！

貴幸さん・理沙さんの長男　(長岡)

い っ さ

(平成１７年３月２４日生)


